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北極研究の国際動向
小 野 延 雄
北 極 圏 は 地 球 規 模 の気 候 や 環 境 の 変 化 が 増 幅 され て顕
著 に現 れ る場 所 と して 知 られ て い る.例 え ば,大 気 中の
二 酸 化 炭 素 濃 度 は地 球 上 の 各 地 で 季 節 変 化 を伴 い なが ら
年 々1.5ppm位ず つ 増 加 して い るが,季 節 変化 幅 は 南極
点 の 約2ppmか ら北 極 に 向 か うに つ れ て 大 き くな り,
20ppm弱程 度 に ま で 増 大 す る.大 気 汚 染 も北 半 球 高緯
度 で 進 ん で お り,酸 性 雨 被 害 は北 極 圏 の 森 や 湖 で 深 刻 な
問題 とな って 現 れ て い る,1990年に発 足 した国 際 北 極 科
学 委 員 会　(IASC:　International　Arctic　S ience　Commit・
tee)は,最優 先 課 題 に 地 球 規 模 変 化 に お け る北 極 圏 の
か か わ りの 解 明 を位 置 付 け,最 初 に設 け た ワー キ ン グ グ
ル ー プ も 「北 極 圏 にお け る地 球 規模 変 化 」 作 業 委 員 会 で
あ っ た.
1980年代 に北 極 に存 在 した 米 ソ の緊 張 が 緩 和 に向 か い,
北 極 圏の 科 学 研 究 を国 際 的 に 推 進 しよ う とす る機 運 が 高
まっ た.そ の経 緯 を振 り返 る時,ゴ ルバ チ ョフが1987年
10月に ム ル マ ンス クで 行 った 北 極 開放 政 策 の演 説 が ひ と
つ の マ イ ル ス トー ン に な って い る こ と に気 付 く.そ れ は
北 極政 策 の 内 政外 交 に わた る1万 語 を越 え る大 演 説 で あ
った が,そ の 中で 北 極 地 域 に お け る関 係 国 間の 科 学 研 究
協 力へ の 関心 を表 明 し,北 極 開放 に関 す る6提 案 と して,
① 軍縮,② 核 実験 中止,③ 資 源 開 発,④ 北 極 科 学 研 究 国
際 推 進,⑤ 環 境 問 題,⑥ 北 極 航 路 開発,を 示 した.こ の
う ち,④ は 国 際 北 極 科 学 委 員 会(IASC)と して 発 足 し,
⑤ の 環境 問 題 は北 極 圏8か 国 政 府 の環 境 相 レベ ル の北 極
環 境 保 護 方 策 会 議　(AEPS:　Arctic　Environmental　Pro・
tection　Strategy)が北 極 圏 モ ニ タ リ ン グ ・ア セ ス メ ン
ト 計 画　 (AMAP:　Arctic　Monitoring　a dAssessment
Pregram)を作 っ た こ とな どに よ って 実 現 して い る.そ
し て ⑥ の 北 極 航 路 は,1993年 に 国 際 北 極 航 路 計 画
(INSROP:　International　N rthern　Sea　Route　Program)
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が発足 して活動 を開始 した.こ れは,ロ シア,ノ ルウ
ェー,日 本が中心 とな り,シベ リア沿岸を通る北東航路
でヨーロッパ とアジアとを結ぼうとするもので,海 氷状
況および航行技術,環 境と生態系,商 業価値,法 的規制
の4グ ループに分けて,定 期商業航路開設の可能性を5
年計画で検討 をしようとするものである.
IASCの発足後にソ連の崩壊やカナダ北西準州の分割
など,北 極圏国内の国家 ・行政等の改革が新局面を迎え,
また,北極圏で深刻化 している放射性核廃棄を含む放射
能汚染環境問題が表面化するなど,当初,予 期 していな
かった展開 も起こっている.　IASCは,1993年に 「ロシ
ア北極圏科学国際推進」作業委員会を設置 して,北 極圏
環境の地球規模研究におけるロシア地域の重要性 と研究
推進方策の検討に入った,
北極海にそそぎ込むシベリア河川水は,北極海の海氷
生成を介して北極航路の難易度を支配するのみならず,
地球規模の気候形成にまで影響を与える.北極海洋科学
会議　(AOSB:　Arctic　Ocean　Sciences　Board)　は,今 後
の国際協力研究の中心課題に北極海における河川水挙動
を据えようとしている.また,気 候変動国際共同研究計
画(WCRP)は,1990年代後半のコアプロジェクトに,
北極気候 システ ム研 究　(ACSYS:　Arctic　Clirnate　Sys・
tem　Study)を採 り上げることを決め,漂 流ブイ観測や
繋留上向きソナーによる海氷の厚さの観測,全 球気候数
値実験に組み込む海氷域モデルの構築などを推進するこ
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とに している.こ うして,1990年代後半には北極圏での
国際共同観測が.・層活発になることが期待され,各 国と
もその準備を進めている.
北極圏環境研究センターでは,1990年から北極圏地球
環境共同研究のもとでスバールバル諸島ニーオルスンで
大気微;1減分の測定や,そ の近海での海洋観測,生 態系
調査などを開始した.得 られつつある結果の一.・部を紹介
すると,1992,1993年の両夏に,ノ ♪レウェー極地研究所
が傭船 した観測船ランスに乗 って調査したグリーンラン
ド海表層海水の二酸化炭素分圧は,こ れまでII堺市で観
測されていた値と比べて極めて低い観測値を示した.こ
れは,この海域が地球温暖化で問題視されている大気中
の二酸化炭素を多11ヒに吸収 し得る重'要海域であることを
意味 しており,各国からも注目される結果となった,ま
た.ニ ーオルスンで1991年から測定 している大気中の二
酸化炭素濃度は,冒 頭で述べた:二酸化炭素濃度の季節変
化幅の最高値を示 している.過 去30年以1:にわたって続
いていた二酸化炭素濃度の年々増加の傾向が,最 近,足
踏みを始めたかのような観測値が北十球各地で得られて
話題となっている.二 一オルスンでの観測からは期間が
短いために増加傾向の変化を論 じることは難 しいが,こ
の年々増加の異常が始まる前に観測 を開始 したのは・}:・運
であ り,今後の推移を観測する特等席を占めているのか
も知れない.
(筆者:国立極地研究所北極圏環境研究センター長)
特別展 「南極の素顔」 を企画 して
大 平 美津子
1ド成5年8月20日から10月17日まで,松戸市文化ホー
ルにおいて松戸市教育委員会 と国立極地研究所の共催に
より 「南極の素顔」と題 した特別展が開かれました.他
機関 と共同で展示を行 うことも,自然科学系の資料 を扱
うことも初めての経験で,準備には大変時間がかかりま
した.
私が南極に関する展覧会を開催してみたいと思ったの
は,も う4,5年 も前のことです,松 戸にお住まいの元
隊員,鹿野賢三氏を通じて南極について知るようになり
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ま した.同 氏 か ら聞 く南 極 は,私 が イメ ー ジ して い た 極
寒 の 地 とは 少 し違 う もの で した.そ して 南極 に つ い て 調
べ て い く と,そ こ で の 活 動 は 南 極 条約 に よ って1{初日的
の 科学 活 動 に 限 られ,調 査 のn由,IK1際協 力,観 測成 果
の 公 表,科 学 者の 交 流 な どが 保 証 され,齎 わ ぱ 理 想 が 実
現 され た 地 で あ る とい う こ とが 分 か り ま した.生 涯学 習
の 時 代 を迎 えた 現 在,当 館 で は,広 く市 民 の科 学 的 な 学
習 を発 展 させ て い く役 割 が 車:要にな って 来 て い て,そ れ
に ふ さわ しい 特 別 展 テ ーマ を模 索 して い る とこ ろ で した.
これ ほ ど,特 別 展 の テ ーマ と して ふ さわ しい もの は な い
と思 え,挑 戦 して み よ うか とい う気 持 ち に な り ま した.
南 極 観 測 がB本 の 科 学 技 術 の 発 垣蔓に 大 きな役 割 を果 して
き た こ と や地 球 環 境 がIII界的 に関 心 を呼 ん で い る 現状 の
き っか け が 南 極 の オ ゾ ンホ ー ル発 見 に よ る こ とな ど を取
り ヒげ,貴 重 な資 料 で 構 成 す る展 示 の 企 画.書を 、?棄し ま
した.
3月 末 で国 、∫極 地 研,」.liliを退 官 され た 川 口 貞 男 先 生 に
お 会 い して,監 修 や原 稿 作 成 な ど面 倒 な こ と を全 て お 引
き受 けい た だ きま した.5,6月 の 企 画 の 具体 的 なS,biめ
は時 間 を要 し難 航 しま した.時 間 に制 約 され た な か で 展
覧 会 を しよ う とす る と,有 る資 料 で とい う こ とに な るの
で す が,国 立 極 地 研 究 所 は さす が に基 礎 科学 の 研 究 所 だ
け あ って,そ ん な い い加 減 な こ とで は す ま さな い,必 要
と 考 え ら れ る資 料 は,徹 底 して 探 す とい う こ との 繰 り返
しで した.6月 末 こ ろ に は 「も う駄1.1だ」 と思 った こ と
が何 度 も あ り ま した.と もか く目の 前 の 仕事 か らか た ず
け て い く しか な い毎 日で した.川n先 生 も 「大 変 な事 に
関 わ って しま っ た」 と思 われ た こ とで し ょ う.
ポ ス タ ー は,小 さな子 ども や,多 くの 市 民 が 行 って 見
た い と思 え る よう な もの とい う こ とで,ア デ リー ペ ンギ
ンの 親 ∫・と氷 山,モ レー ンの 写 真で 構 成 しま した.い く
らや って も終 わ ら な い仕'Pの連 続 で,帰 るの は 毎 日24時
の ビ ルが 閉 まる時 間 に 固定 して し まい ま した.
8月16日か らは 会場 作 りの作 業 も開 始 され ま した.18
Hは 研 究 所 か ら資 料 を搬i'i{,19日に 会場 へ 搬 入,20日 い
よい よオ ー プ ンで す.オ ー プ ンの直 前 に写 真が 逆 さ まだ
とか,羽 毛 服 が 裏 か え し とか指 摘 され,大 急 ぎで 業 者 さ
ん に 手 直 し をお 願 い して い る 間 に も続 々 と 来賓 と 入場 者
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が到着 します.と もか く無事テープカットまで来ました.
良かった.た だ しその夜も深夜まで細かい手直しが続 き
ました.
展示の内容は,南極の専門家と素人の私たちが力を合
わせて開催するのだから,何 も知らない人が見に来て,
何のために観測 しているのか,南 極はどんなところなの
か,そ して何がわかったのかが理解できる展示にしたい
と考えました.最初に観測の役割と展示の意図を理解し
ていただけるように,南極条約原署名国の国旗が並んで
いる極点を再現 しました,次 に観測のあゆみと自然 を写
真で構成'し,観測の成果のコーナーに繋ぎました.環 境
の変化を知ると題した最初のコーナーでは,氷 や大気の
観測により得られた過去のデータを足掛か りに未来を考
えることを念頭に置き,展示を構成 しました.オ ーロラ
は80インチの大画面ビデオでゆっくりと見ることができ● るようにしました,頗石は実物資料を展示できましたの
で,宇 宙の謎に迫る明石の魅力を肌で感 じることができ
たと思います.生 物はペンギンに代表 してもらい,氷の
山にマルチビデオを組込み,映 像と剥製等の実物資料で
展示を構成 しました.ペ ンギンが歩いたり滑ったりする
様子は,人 間の子どもそっくりで,い つで も人気者で し
た.大 陸の歴史を探るコーナーでは,グ ロソプテリスの
化石が,南極に植物が繁っていたことを証明し,リスト
ロサウルスの復元模型は恐竜が動 き廻るゴンドワナ大陸
をほうふつとさせるまたとない資料でした.以 上を観測
の成果としてまとめました.さ らに隊員のいろいろな仕
事や,こ れからの観測のゆくえを考え結びといたしまし
た.解説は概ね中学生に理解出来るようこころがけまし
たが,少 々難解の部分もあることから,小学生等に実物
資料を注意深 く見ることなどをポイントとした3種 類の
ワークシートを作 り,これだけは理解 してほしいと思う
点を強調 しました,講演会,映 画,越 冬隊長と電話で話● そう等の関連行事も併せて行いました.
多 くの方々に見ていただき,ま た,良 き評価もいただ
きました.こ の成功は私にとって も一つ階段を上がる
様々な教訓を与えてくれました.ご指導ご協力下さいま
した多くの方々に心から感謝申し上げます.
(筆者:松 戸市文化ホール 学芸員)
国立極地研究所での生活
金 禮.東
1993年6月16日から12月15日までの6か 月間,外 国人
研究員として,私 は国立極地研究所に滞在しました.世
界中の多 くの科学者が夢のように期待している雑用から
の完全な解放が得られ,私 は研究に専念でき,この滞在
期間は本当に充実 していました.私 は研究を進めるため
に,極 地研究所の多 くの教官と議論することができまし
た.地 質調査所,東 京大学地震研究所 と海洋研究所,海
洋科学技術センター,北海道大学低温研究所や理学部 を
訪問する機会も得,そ れぞれ講演や議論をすることがで
きました.
私の研究は,多 くの会合に出席できたことによりさら
に進みました,私 と神沼先生はケンブリッジで開かれた
ANTOSTRATの会合に も出席 し,私 達の新 しい発見
結果を報告(摩 羅)す るとともに,出席者 との間でかな
り激しい議論を行ってきました.私達は連名で,鳥 取市
で開かれた 日本地震学会秋季大会 と東 アジア地震学会に
も出席,発 表 しました,極地研究所の地学 シンポジウム,
第4紀 環境変動 に関する研究小集会,談 話会,地 学グ
ループのセ ミナー等でも発表する機会がありました.
これ らの発表 を通 じ,私達はもう一度データを見直 し,
西南極,ブ ランスフイール ドのテクトニクスに関する新
しい知見をモデル化することができました.自 分の専門
分野だけにとどまらず,南極の科学全体でも私は多 くの
新 しい知見 を得ることができました.そ の成果は設営面
にも及びます.私 は第35次隊が編成され,準備を整え,
出発す るまでの経過も見ることができ,韓国の南極観測
を推進するうえで大変参考になり,改善すべき多くの事
柄に気がつ きました.
今回の日本訪問の以前から,私 は日本 も極地研究所 も
訪れており,決 して未知の国や研究所ではありませんで
した.こ こ数年,多 くの国際会議に出席 した際,極 地研
究所の皆様 とは特に親 しくさせていただいていました.
神沼先生と知り合ったのは10年前,私 がアメリカの大学
院生時代に初めてマクマード基地へ行ったときでした.
今回の訪問で私のこれまで持っていた日本と日本国民に
関する理解が全 く不十分だったことを知 らされました.
私は子供の頃,学 校では日本についてほとんど教えら
れませんで した.韓 国のその状況は今 日でも変らないと
思います,私 はヨーロッパや中国の歴史については教え
られましたが,日 本の歴史については皆無でした.成 長
した後 も,私は,日本は韓国と同じような文化を有 して
いるので,特 に両国の間にあまり差はな く,改めて 日本
について学ばなくてもよいと考えていたのです,そ の考
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えは,曜 日両国の文化 とヨーロッパの文化を比較する場
合は正 しいと言えるかもしれません.し かし,両国の文
化には驚 くほど似ているところがある反面,は っきりと
した違いがあるのです.例 えば日常の食生活において,
両国ではほとんど同じような料理がある反面,そ の食べ
方が全 く違 うものがあります.日 本では納豆を御飯にか
けて食べ ます.し かし,日本人の皆様は多分ご存じない
と思 いますが,韓 国では納豆は納豆汁で食べ,決 して
「生の納豆」は食べません.両 国の文化が似ているから
とい う理由で,学 ぼうとしないのは正しくないのです.
世界の中で隣人として付 き合ってい くうえで,も っと互
いを知る必要があることを痛感 しました.
私は極地研究所に滞在中,多 くの知己を得ることがで
きました.そ して大変楽 しく過ごさせていただきました.
私の家族の滞在は短い間でしたが,一 緒に京都,奈 良,
箱根に行くことができました.滞 在中に,長 野へのりん
ご狩 り,河口湖の研修所,日 光の合同観測所,横 須賀か
らの しらせへの乗船など多くの旅ができました.特 に札
幌からは海底 トンネルを通 って帰京 し,足合所長の御尽
力で東北大学浅虫臨海実験所も見学できたことは有り難
い限 りです.こ れらの旅を通じ,私 は日本をより一一層理
解することがで きましたし.また忘れられぬ思い出とな
っています.
最後になりましたが,私 が大変楽 しかったのは,毎朝,
神沼先生の部屋で入れたてのコーヒーを飲みながらいろ
いろな人と話しができ,午後のお茶の時間にも極地研究
所内外の人々と話し合えたことです.星 合所長以下,教
官の皆様,事 務の皆様の私の受け入れ,滞 在のために払
われた数々の御尽力に厚 く御礼 申し上げます.
Kim　Yeadong　(国立極地研究所外国人研究員,韓 国
海洋研究所極地研究センター)
(訳者:神 沼克伊)
第35次南極地域観測隊出発
第35次南極地域観測隊(渡 邉興亜隊長ら56名)を乗せ
た観測船 「しらせ」は,　ll月14日正午,家 族はじめ関係
者多数の見送りを受け,東京港晴海埠頭から南極へ向け
出発 した.
第35次隊は,南極条約に基づ く交換科学者3名 をオー
ス トラリアから乗船 させ,12月中旬から下旬,通路棟建
設要員 と物資 を昭和基地へ,内 陸 ドーム要員と物資約60
トンをS16へ輸送する.昭和基地へ向い.通 路棟をはじ
め とする夏期建設作業及び絶対重力測定,海 氷圏生物調
査,リ ュツォ・ホルム湾沿岸露岩域での地質精査などの
夏期観測活動 を行 う.
越冬観測では,宙空系の 「極域擾乱 と磁気圏構造の総
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合観測」,地学系の 「クイーンモー ドラン ド及びエ ン
ダービーランドの地殻形成過程の研究調査」,気水圏系
の 「氷床 ドーム深層掘削観測」,生物 ・医学系の 「海氷
圏生物の総合研究」などを行う.
設営面では,第34次隊は昭和基地における廃棄物約40
ト;:翻鍵 纂鰯
。交代は,月上欄 途。●
行 う,そ の 後,「 し らせ 」 は 海 洋 観 測 を行 い つ つ 帰 途 に
つ き,3月 上 旬 に シ ドニ ー に 寄港 ,4月13日 東 京 に帰 港
す る 予 定 で あ る.
な お,第34次 越 冬隊 員 及 び 第35次夏 隊 員 は.3月28日
シ ドニ ー か ら空 路 帰 国 す る.
第36次観測隊長 ・副隊長決まる
第103回南極地域観測統合推進本部総会がll月12日に
開催 され,第36次観測隊長及び副隊長が次のとおり決定
した.
○隊長(兼 夏隊長)
上田 豊
昭和18年9月26日生
名古屋大学大気水圏科学
研究所教授
専門分野:雪 氷学
南極歴:[南 極地域観測隊]
第10次越冬隊
第26次越冬隊
○副隊長(兼 越冬隊長)
召田成美
昭和19年10月24日生
気象庁観測部高層課補佐官
専門分野:気 象学
南極歴:[南 極地域観測隊]
第16次越冬隊
第20次越冬隊
第26次越冬隊
第30次越冬隊(副 隊長兼越
冬副隊長)
4
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○副隊長 〔兼越冬副隊長)
石沢賢二
昭和27年9月16日生
国立極地研究所事業部観測
協力室設営第2係 長
専門分野:設 営.L学
南極歴:[南 極地域観測隊]
第19次越冬隊
第24次越冬隊
第28次夏隊
第32次越冬隊
名誉教授の称号授与
物 部 門の ペ ンギ ンル ッカ リー の 調 査,地 学 剖;門の 西 オ ン
グ ル 島周 辺 で の海 の測 深 な ど,観 測 関 係 の 仕.']Pも順 調 に
進 ん だ.
11月は野 外 行 動 と 共 に35次隊 の 受 人れ 準 備 にEり]け暮 れ
た忙 しい 月 に な っ た.夏 の 日 差 しに な った 基 地 は.好 天
時 に は雪 解 け 水が 小 川 とな っ て 流 れ,融 雪 促 進 の た め に
撒 い た砂 の た め.白 色 に所 々 土 色 が 混 ざ った 風 景 に な っ
た.し か しブ リザ ー ドが 来 る と また 元 の 冬 景色 に 戻 り.
作 業 をや り直 す な ど,外 作 業 を連 日 にわ た って 行 った.
ま た,基 地 内 の観 測,野 外 観 測,航 空機 観 測 も少 な くな
っ た越 冬 期 間 を惜 しん で,精 力 的 に 進 め た.
隊 員 は,来 月 に な り35次隊 が 家 族 の便 りを携 えて 到 着
す る の を,待 ち望 ん で い る.
1z成5年4月lR付 け で,川 口 貞 男前 教 授 〔前 金 画 調
● 輸 ・・蹴 地織 所名・教授・祝 が憐 れた,
現在,本研究所では.村 山名誉教授,楠 名誉教授,松
田名誉教授に加え,川 口名誉教授で4名 となった.
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平成5年10月1日付け人事異動
昇 任
森 脇 喜 一 助教授研究系
(助手研究系}
採 用
古 川 品 雄 助手研究系
(名.淘屋大学大学院)
加 藤 明 ∫・ 助手研究系
(東京水産大学大学院)
金 尾 政 紀 助手資料系
(京都大学大学院)
噛ド 澤 尚 彦 助手情報科学センター
(名古屋大学大学院)
転 出
観測隊だより
10月中 旬 を過 ぎ る と,ペ ンギ ン,ア ザ ラ シ,ト ウ ゾ ク
カ モ メな どの 動 物 が 急 に 姿 を現 し,強 くな っ た 日差 しの
中 の 作 業で,隊 員 は逞 し く真黒 に 日焼 け し,南 極 の 春 真
っ盛 りを実 感 す る季 節 に な った.
20日に は,来 年 か らの 越 冬 に 備 え,ド ー ムF拠 点 の 建
物 建 設 や 深 層 ボ ー リン グの 準備 作 業 の た め,内 陸 旅 行 隊
が 出 発 した が,行 動 は約100日間,再 会 は 越 冬 交 代 後 の
「しら せ 」船.ヒに な る とあ って,盛 大 な 見 送 りを受 け て
基 地 を後 に し て い った.そ の 後 沿 岸 調 査 隊 も出 発 し,野
外 行 動 の 最 盛 期 を 象徴 す る よ うに,基 地 内 は 急 に 静 ま り
か え って しま っ た.
気 象 部 門で は,11Rに オ ゾ ン全 量 が 過 去 最 低値 を示 し、
「←∫極 の オ ゾ ン層 が 引 き続 き減 少 して い る こ と を観 測,生
綿 貰
??ー
神}尺
森 本
豊 北海道大学農学部助手
(助手研究利
弊 司 神戸大学理学部助教授
(助手資料系)
博 国立環境研究所研究管理官
(助手精報科学センター)
平成5年12月1日付け人事異動
採 用
真 司 助手北極圏環境研究センター
1東北大学大学院)
極 地 研 ニ ュ ー ス　 ll8
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲:kt　(Meancloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　 (Number　of　clear　days>
11月(Nov.)
一7 ,6
2,2
-17.3
984.5
2,4
67
6.9
27.6(23,NE)
34.1(23.NE)
7.4
3
12月(Dec.)
一1 .6
5.1
-7 .6
983.3
3,9
72
7.4
38.9(8,NE)
48.4(8.NE)
7.7
2
【極 地豆事典】
DNA解析による系統分類
人間が持 っている遺伝物質DNAの 全ての塩基配列
を明らかに し.医学や発生生物学,遺 伝学などに貢献
しようとする 「ヒトゲノム解析計画」が進行中である.
この計画と共に,　DNA解析技術は飛躍的に発展 し,
広 く生物学全体に応用されてきた,
昭和基地周辺では,陸 上植物の分類学的研究が精力
的に進められて きた.し か しそれらは,厳 しい環境下
に生育するため形態変異が著 しく,分類体系上での位
置の決定,系 統的関係の推測がきわめて困難である.
今後.南 極産植物の系統分類学的研究を進めるために
は,環 境条件の影響を受けにくい形質を対象とした新
たな手法の導入が求められている.　DNA解析 は,こ
の問題を解決する手段として極めて有効なものである.
DNAは遺伝子の本体であ り,この塩基配列に簡単に
変異が起 こっては,生物 として生活してい くことはで
きない.し かし一方では,種 分化は塩基配列の変異の
蓄積によって進行する.安 定でありながら種問で確実
に異なるDNAの 塩基配列は,系統分類学的解析のた
めの究極の情報といえよう.
DNA解析による南極産植物の系統分類には,.ドに
2つの利点が挙げられる.一 つは,こ れまで外部形態
を中心に進められてきた分類 を,　DNA情報から再検
討することであり,こ れによって,形 態 とDNAの 双
方からの,幅 広い分類学的研究 を進めることができる.
他の一一つは,南極植物相の起源 を追及することである.
南極をとりまく各地域の種群との塩基配列の違いを解
析することにより,現在南極に存在する種群がどこに
由来し.いつごろどのような経路で南極に入ってきた
のかといった,こ れまでの手法では解明が難 しかった
植物相の成立過程に関する情報が得 られる.
遺 伝 子 解 析 シ ステ ム に よ って 明 らか に され た,南 極 産S享類(Bryumargenteum)のDNA塩基配 列 の.一部,
